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連系運転と自立運転について（つづき）

運転を停止する場合は、下記にしたがって操作してください。

1 運転スイッチを5秒以上押し続ける
≥運転ランプが3回点滅し、運転スイッチが「オフ」状態にな
ります。
≥パワーコンディショナが運転を停止します。

2 運転ランプが1秒点灯、4秒消灯を繰り返していることを確認する

≥運転を停止すると、パワーコンディショナは停止状態を保
つため、自動的に起動しません。

日中（太陽光発電中）に停電などで電力会社からの電力供給が停止したとき、システムを自立運転に切り替えると、
太陽光により発電された電力を停電用コンセントから使用することができます。

≥夜間など太陽電池が発電していないときは、パワーコンディショナのすべてのランプが消灯し、自立運転への切り
替えはできません。

1 太陽光発電用ブレーカ（ 5）を「オフ」にする

運転を停止する

停電時の使い方（自立運転への切り替え）

停電時に、異常ランプが5 秒間に 2回点滅を繰り返している場合

「連系運転と自立運転を手動で切り替える設定」になっています。
自立運転で使用する場合は、下記の手順 1～ 4を行ってください。
≥エナジーインテリジェントゲートウェイの計測ユニットを操作して自立運
転に切り替えることもできます。詳しくはエナジーインテリジェントゲート
ウェイの取扱説明書をお読みください。
（パワーコンディショナの運転スイッチが「オン」状態のままで計測ユニッ
トを操作してください。下記の手順 2、3の操作は必要ありません）

停電時に、運転ランプが点灯している場合

「連系運転と自立運転が自動で切り替わる設定」になっています。
≥自動的に自立運転に切り替わっています。
≥停電用コンセントは設置されていません。
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太陽光発電用
ブレーカ

00_KPR-A_CSJ_ 取扱説明書 .book  9 ページ  ２０１９年１月２１日　月曜日　午後２時５１分



10

使
い
方

連系運転と自立運転について（つづき）

2 運転スイッチを5 秒以上押し続ける 
≥運転ランプが3 回点滅し、運転スイッチが「オフ」状態に
なります。
≥運転ランプが1秒点灯、4秒消灯を繰り返します。

3 運転スイッチを5 秒以上押し続ける
≥運転ランプが3 回点滅し、運転スイッチが「オン」状態に
なります。
≥自己診断のため、パワーコンディショナからカチッカチッ
カチッカチッと動作音がします。
≥自立運転を開始すると、運転ランプが点灯します。

4 停電用コンセントに使用したい機器を接続する
≥突然停止しても安全性に問題がない機器を接続してください。（ 4）
≥接続する機器の合計消費電力は、1500VA以下（AC100Vで最大15A
以下）になるようにしてください。

≥自立運転を停止させるには、運転スイッチを 5 秒以上押し続けて、運転スイッチを「オフ」状態にしてください。
（ 7）再度、運転スイッチを5 秒以上押し続けると、運転スイッチが「オン」状態になり、自立運転を再開します。
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停電用コンセント
最大供給可能電力
（天候により供給電力は変化します。）

使用時は取扱説明書をお読みください。

・機器を接続したままにしないで下さい。火災や
感電、けがの原因となる恐れがあります。

・条件（天候、機器）により動作しない、又は、
途中停止する場合があります。
・自立運転に切替わると通電されます。

1500W

警告

注意
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◆発電電力の低下や日の入りによって自立運転が停止した場合

パワーコンディショナは、天候の変化によって太陽電池の発電電力が低下したときや日の入り時に、自動的に自
立運転を停止します。

「連系運転と自立運転を手動で切り替える設定」( 9) になっている場合
太陽電池が発電を開始してから、下記手順を行って自立運転を再開させてください。
（異常ランプが5秒間に 2回点滅を繰り返していたら、太陽電池は発電を開始しています）
1 運転スイッチを5 秒以上押し続ける（ 7）
≥運転ランプが3 回点滅し、運転スイッチが「オフ」状態になります。

2 運転スイッチを5 秒以上押し続ける（ 7）
≥運転ランプが3 回点滅し、運転スイッチが「オン」状態になります。

「連系運転と自立運転が自動で切り替わる設定」( 9) になっている場合
太陽電池が発電を開始すると、自動的に自立運転が再開されます。

◆保護機能が働いて自立運転が停止した場合

掃除機や冷蔵庫などの電流が急激に流れる機器を使用したり、故障した機器を使用すると、保護機能が働いてパ
ワーコンディショナが停止することがあります。
保護機能が働いて自立運転が停止した場合は、以下の手順で再開してください。
1 運転スイッチを 5 秒以上押し続ける （ 7）
≥運転ランプが3 回点滅し、運転スイッチが「オフ」状態になります。

2 停電用コンセントに接続している機器を減らす、または故障した機器を停電用コンセントから外す
3 運転スイッチを 5 秒以上押し続ける（ 7）
≥運転ランプが3 回点滅し、運転スイッチが「オン」状態になります。

≥夜間など太陽電池が発電していないときは、パワーコンディショナのすべてのランプが消灯し、自立運転を再開さ
せることはできません。

自立運転が停止したら
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1 運転スイッチを5 秒以上押し続ける 
≥運転ランプが3 回点滅し、運転スイッチが「オフ」状態に
なります。
≥運転ランプが1秒点灯、4秒消灯を繰り返します。
≥自立運転が停止します。

2 太陽光発電用ブレーカ（ 5）を「オン」にする

3 運転スイッチを5 秒以上押し続ける
≥運転ランプが3 回点滅し、運転スイッチが「オ
ン」状態になります。
≥連系運転を開始するまで、運転ランプが点滅し
ます。

4 運転ランプと連系ランプが点灯し、連系運転が開始していることを確認する

復電時の操作（連系運転への切り替え）

「連系運転と自立運転を手動で切り替える設定」( 9) になっている場合

復電後は、手動で連系運転に切り替える必要があります。下記の手順 1～ 4を行ってください。
≥夜間に復電した場合は、手順２のみを行ってください。翌朝、連系運転モードで運転を開始します。
≥連系運転に切り替える際、停電用コンセントに接続している機器は外してください。
≥エナジーインテリジェントゲートウェイの計測ユニットを操作して連系運転に切り替えることもできます。
詳しくはエナジーインテリジェントゲートウェイの取扱説明書をお読みください。
（パワーコンディショナの運転スイッチが「オン」状態のままで計測ユニットを操作してください。下記の手
順1、3の操作は必要ありません）

「連系運転と自立運転が自動で切り替わる設定」( 9) になっている場合
復電後は、最大5分程度で自動的に連系運転に切り替わります。下記の手順4のみ行ってください。

≥下記の手順 4で運転ランプと連系ランプが点灯せず、異常ランプがゆっくり点滅（２秒点灯、2 秒消灯）を
繰り返している場合は、下記手順1、2を行って連系運転を開始してください。
1 運転スイッチを5 秒以上押し続ける （ 7）
≥運転ランプが3 回点滅し、運転スイッチが「オフ」状態になります。

2 運転スイッチを5 秒以上押し続ける（ 7）
≥運転ランプが3 回点滅し、運転スイッチが「オン」状態になります。
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